
フォーラム「ネイチャーポジティブな農業への変革を目指して」

有機稲作農家とみどりの食料システム戦略

NPO法人民間稲作研究所

舘野かえる農場

舘野　廣幸（Hiroyuki-Tateno)



舘野かえる農場の紹介



カエルの働きで稲を栽培する



舘野かえる農場
「かえる農場」の意味
　　　　　　　↓
　・蛙＝カエルが働いている！
　・帰る＝自然に帰る
　・変える＝世の中を変える
　・還る＝循環する
　・買える＝誰でもお米が買える



舘野かえる農場

栃木県の最南端
野木町の位置



渡良瀬遊水地（ラムサール登録）



渡良瀬川の上流にある足尾銅山の跡



操業中の足尾銅山



田中正造「予は下野の百姓なり」





第1次世界大戦の毒ガスと火薬→農薬と化学肥料



ベトナム戦争での枯葉剤→除草剤へ





有機農業からみた日本の歴史
　　　　　　　（本来の農業は有機農業であった）
・縄文時代
　　　（自然農業・豊かな狩猟採集生活・土地は共有物）
・弥生時代　（有機農業の始まり・土地は共有）
　　　　→平安時代（土地所有の私的所有）
・室町～江戸時代
　　（有機農業だが、農業の生産性が時代を規定した）
・明治～大正～昭和
　（農薬と化学肥料による農業近代化・公害と戦争の時代）
・昭和（戦後、有機農業の消滅）
　　　→昭和後期（有機農業の復活「有機農業」の誕生）
・平成（有機農業の法制化、農業と食生活の変質）
　　　　　　→地球環境の汚染・温暖化による気候変動）
・令和（「みどりの食料システム戦略」→？）









栽培の方法による農業の分類
　農薬や化学肥料を使う農業
　　　　　　慣行農業（９９，５％）
　農薬や化学肥料を使わない農業
　　（無農薬・無化学肥料で栽培する）
　　　　　　有機農業（０，５％）
　　（無農薬・無肥料・無耕起で栽培）
　　　　　　自然農業（０，０１％）



日本の食糧自給率の推移



★有機農業の定義とは何か？
（「有機ＪＡＳ法」と「有機農業推進法」）

　　　①化学農薬の不使用　
　　　②化学肥料の不使用　
　　　③遺伝子組み換え技術の不使用



★有機農業の定義とは何か？
（「有機ＪＡＳ法」と「有機農業推進法」）

　　　①化学農薬の不使用　
　　　②化学肥料の不使用　
　　　③遺伝子組み換え技術の不使用
　　　　　　　　　↓
　　化学農薬も化学肥料も遺伝子組み
　　換えも使う必要のない農業



★有機農業の本質
（「有機」は単なる有機肥料の意味ではない）

・「有機」は「いのち」＝有機体
・「有機」は「つながり」＝共生・生態系
・「有機」は「めぐり」＝循環・輪廻
　　　　　　　　　↓
有機農業は生命によって生命を生み
出す農業のことである



田畑の生き物を増やす農業



微生物を増やす農業



田畑の雑草を増やす農業



★誤解された有機農業
①昔の農業？
②特殊な農業？
③不可能（理想論・空想）？
④非科学的（宗教・オカルト）？
⑤害虫や病気が増える？
⑥収量が低い？（人類が飢える！？）
⑦経営ができない？
⑧重労働？
⑨手間（時間）がかかる？（非効率？）
⑩有機農産物は高い？
⑪形が揃っていない？



有機農業の25％は可能か？（舘野かえる農場の事例）



★舘野かえる農場の経営概要
　　（1992年より無農薬・無化学肥料）
・有機稲作１２ｈa
・有機小麦１ｈa
・有機大豆１ha　
・雑木林２ha
・有機野菜0.2ha・有機果樹0.1ha　 
使用する有機資材
（雑草・稲わら・もみ殻・米ぬか・落ち葉）



自然の気候で育苗



雑草を稲の栄養にする



舘野かえる農法
➣ 栃木県野木町で1992年より有機
水稲栽培を行う

➣ 圃場系外から窒素の投入をしない

➣ 休閑期に自生する冬春雑草を
稲作の窒素源として用いている

➣圃場によっては周辺慣行農家と遜色ない収量を挙げている
　(Tanaka et al. 2012)
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田植え（水中田植え＝水を張る）



田植え後の水管理



生き物たちと
雑草が栄養となり

稲が育つ



図3:　主な圃場内作業時間の比較

投入労働時間評価　(圃場内作業)
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代かき回数：多

1回当たりの時間：短



（作付面積）   (8.00ha)　         (4.97ha)　　　　　(8.36ha）
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図6: 経営体全体の農業所得比較（試算）

収益性評価　結果（全作付面積）



★みどりの食料システム戦略の問題点
①　有機農業の本質を捉えていない！
②　有機種子の生産体制がない！
③　自給率向上の政策となっていない！
④　有機的栽培体系や環境整備がない！
⑤　生態系の役割の視点がない！
⑥　地域内資源の活用の視点がない！
⑦　有機農業の研究・教育機関がない！
⑧　有機農産物の地域流通システムがない！
⑨　GM・ゲノム編集の微生物農薬の開発！
⑩　AI農業で無人の農村となる！
⑪　有機農業者・有機消費者への財政支援がない！
⑫　農業は文化・芸術であるという視点がない！



★有機農業は人と自然が共に生き、
　　　　　　　多くの生命を育む農業である


